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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
よ
い
よ
夏

本
番
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

   

昨
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街
道

を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」
を
お

送
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
中
世
鎌
倉
街
道

を
東
か
ら
西
に
歩
い
て
い
ま
す
。
題
し
て

鎌
倉
街
道
を
歩
く
。
今
月
は
性
海
寺
と
大

國
霊
神
社
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

★
万
徳
寺
と
性
海
寺

   

鎌
倉
街
道
を
折
戸
（
下
津
）
宿
か
ら
青

木
川
に
沿
っ
て
北
上
す
る
と
万
徳
寺
に
至

り
ま
す
。

   

万
徳
寺
は
真
言
宗
の
大
寺
院
で
す
。
創

建
は
八
世
紀
と
古
く
、
亀
山
天
皇
の
勅
願

寺
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
尾
張
国
真
言
宗

大
本
山
と
し
て
五
十
三
末
寺
を
擁
し
ま
し

た
。

   

万
徳
寺
の
南
西
約
一
里
に
も
う
ひ
と
つ

の
真
言
宗
の
名
刹
、
性
海
寺
が
あ
り
ま
す
。

万
徳
寺
と
性
海
寺
は
、
後
述
す
る
大
國
霊

神
社
（
国
府
宮
神
社
）
を
挟
ん
で
東
西
に

聳
え
ま
す
。

   

性
海
寺
は
空
海
が
熱
田
神
宮
を
参
詣
す

る
途
上
に
創
建
を
勧
進
し
、
当
地
の
豪
族

長
谷
部
氏
が
平
安
時
代
に
建
て
た
と
伝
わ

り
ま
す
。
十
三
世
紀
に
熱
田
神
宮
大
宮
司

の
子
息
良
敏
が
再
興
し
、
北
条
時
頼
、
足

利
尊
氏
、
浅
野
長
政
、
徳
川
義
直
ら
の
庇

護
を
受
け
ま
し
た
。

   

当
地
の
地
名
は
大
塚
で
す
。
境
内
に
は

地
名
の
由
来
と
な
っ
た
六
世
紀
頃
の
円
墳

と
思
わ
れ
る
大
き
な
塚
が
あ
り
、
大
王
家

と
関
係
の
あ
る
古
代
尾
張
氏
の
一
族
が
居

住
し
て
い
た
証
で
す
。

★
大
國
霊
神
社
と
夜
儺
追
神
事

（
よ
な
お
い
し
ん
じ
）

   

尾
張
大
国
霊
神
社
は
国
府
宮
神
社
、
国

府
宮
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
尾
張
国
の
国
府

が
あ
っ
た
地
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

   

神
社
は
尾
張
国
府
の
創
始
と
と
も
に
創

建
さ
れ
、
尾
張
国
総
社
と
し
て
信
仰
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

   

祭
神
の
尾
張
大
国
霊
神
は
、
尾
張
氏
が

当
地
を
拓
く
中
で
、
土
地
の
霊
力
を
神
と

崇
め
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
言
わ
ば
開
拓

神
で
す
が
、
大
国
主
命
と
す
る
説
も
あ
り

ま
す
。

   

毎
年
旧
暦
一
月
十
三
日
の
儺
追
（
な
お

い
）
神
事
、
通
称
「
国
府
宮
は
だ
か
祭
」

は
有
名
で
す
。
籤
（
く
じ
）
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
神
男
（
し
ん
お
と
こ
）
と
呼
ば
れ

る
儺
負
人
（
な
お
い
に
ん
）
に
触
れ
る
と

災
厄
や
穢
れ
が
落
ち
る
と
い
う
言
い
伝
え

か
ら
、
裸
の
氏
子
達
が
神
男
に
群
が
り
ま

す
。
災
厄
や
穢
れ
は
土
餅
（
ど
べ
い
）
と

呼
ば
れ
る
餅
に
移
し
て
土
に
埋
め
て
厄
落

と
し
を
し
ま
す
。

   

儺
負
人
は
神
事
の
三
日
前
か
ら
儺
追
殿

（
な
お
い
で
ん
）
に
籠
っ
て
精
進
潔
斎
に

務
め
ま
す
。

   

境
内
は
儺
負
人
の
登
場
を
待
つ
裸
男
た

ち
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
す
。
儺
追
神
事
の

祭
典
が
終
わ
っ
た
夕
刻
、
裸
の
儺
負
人
が

大
挙
し
た
裸
男
の
群
の
中
に
飛
び
込
む
と
、

儺
負
人
に
触
れ
る
こ
と
で
厄
除
け
し
よ
う

と
す
る
裸
男
た
ち
の
押
し
合
い
、
揉
み
合

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
一
切
の
厄
難
を
一

身
に
受
け
て
揉
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
た
儺
負

人
が
儺
追
殿
へ
引
き
ず
り
込
ま
れ
ま
す
。

   

神
職
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
罪
穢
を
封
じ

込
め
ら
れ
た
土
餅
を
背
負
わ
さ
れ
、
境
内

か
ら
追
放
さ
れ
た
儺
負
人
は
、
暗
が
り
に

土
餅
を
捨
て
て
後
ろ
を
振
り
返
ら
ず
に
帰

宅
、
神
職
は
捨
て
ら
れ
た
土
餅
を
土
に
埋

め
る
こ
と
で
厄
払
い
を
終
え
ま
す
。

★
国
分
寺
と
国
分
尼
寺
と
四
楽
寺

   

国
府
宮
神
社
か
ら
さ
ら
に
西
に
進
む
と
、

国
分
寺
、
国
分
尼
寺
の
辺
り
、
矢
合
で
す
。

   

十
六
世
紀
に
創
建
さ
れ
た
禅
源
寺
の
南

に
は
美
濃
街
道
の
稲
葉
宿
が
あ
り
ま
し
た
。

清
洲
城
主
織
田
信
雄
が
小
牧
長
久
手
の
戦

い
の
前
に
造
ら
せ
た
の
が
美
濃
街
道
の
起

源
と
さ
れ
、
稲
葉
宿
は
美
濃
街
道
四
番
目

の
宿
場
で
す
。

   
国
分
尼
寺
（
法
華
寺
）
の
東
に
は
三
宅

川
に
面
し
て
安
楽
寺
が
あ
り
ま
す
。
創
建

当
初
は
観
音
寺
と
称
し
、
国
分
寺
の
塔
頭

寺
院
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
室
町
時
代

に
一
宮
の
妙
興
寺
の
末
寺
に
な
り
ま
し
た
。

   

国
分
尼
寺
の
西
に
は
善
応
寺
が
あ
り
ま

す
。
十
三
世
紀
初
め
に
創
建
さ
れ
、
織
田

信
長
の
鉄
砲
隊
長
で
あ
っ
た
道
求
一
把
が

再
興
し
ま
し
た
。

   

善
応
寺
の
南
東
方
向
に
は
長
暦
寺
が
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
は
長
楽
寺
と
称
し
、
国

分
寺
の
四
方
に
配
置
さ
れ
た
四
楽
寺
（
正

楽
寺
、
平
楽
寺
、
長
楽
寺
、
安
楽
寺
）
の

ひ
と
つ
で
す
。

★
子
生
和
橋
（
こ
う
わ
ば
し
）

   

鎌
倉
街
道
が
通
る
赤
池
辺
り
に
も
社
寺

が
多
数
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
赤
池
と
い
う

地
名
は
、
古
来
か
ら
泥
田
で
蓮
が
自
生
し

て
い
た
土
地
に
多
い
地
名
で
す
。

   

こ
の
辺
り
の
道
筋
は
狭
く
、
曲
が
り
く

ね
っ
て
お
り
、
金
龍
寺
、
等
樹
寺
、
白
山

神
社
、
八
剣
神
社
等
の
間
を
縫
う
よ
う
に

進
み
ま
す
。

   

街
道
は
大
江
川
沿
い
に
進
み
、
三
本
池

（
三
本
木
池
）
の
横
を
通
っ
て
子
生
和
橋

に
至
り
ま
す
。

   

赤
池
周
辺
は
、
青
木
川
、
大
江
川
等
の

木
曽
川
の
中
小
支
流
が
乱
流
し
、
湿
地
帯

が
多
く
、
旅
人
は
歩
く
の
が
た
い
へ
ん
で

し
た
。
赤
池
や
三
本
池
の
池
端
は
旅
人
の

休
憩
場
所
に
も
な
っ
て
い
た
と
伝
わ
り
ま

す
。
池
の
脇
に
三
本
の
大
木
が
あ
っ
た
の

で
三
本
池
で
す
。

   

三
十
八
所
社
の
南
に
位
置
す
る
子
生
和

橋
の
碑
文
に
は
、
源
平
盛
衰
記
に
源
行
家

が
下
津
宿
に
陣
を
敷
い
て
こ
の
場
所
で
戦

っ
た
と
刻
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
張
州
府
誌

に
尾
張
藩
祖
義
直
が
こ
の
橋
を
架
け
た
と

記
し
ま
す
。

   

地
名
と
橋
名
の
由
来
は
、
照
手
姫
が
こ

の
地
で
安
産
し
た
と
い
う
伝
承
に
因
み
ま

す
。

★
日
光
川
と
勝
幡
城

   

来
月
は
少
し
南
に
下
っ
て
、
尾
張
の
歴

史
に
欠
か
せ
な
い
日
光
川
と
勝
幡
城
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。




